神戸モスク、ジュマーダ･ル=ウーラー
イスラームにおける婚姻

イスラームにおける婚姻
　アッラー[image: image1.emf]

は聖クルアーンの中で、婚姻関係は彼の徴の一つであると、私達に教えて下さっています。；21. またかれがあなたがた自身から，あなたがたのために配偶を創られたのは，かれの印の一つである。あなたがたはかの女らによって安らぎを得るよう（取り計らわれ），あなたがたの間に愛と情けの念を植え付けられる。本当にその中には，考え深い者への印がある。；ビザンチン章(アッ・ローム)30:21　婚姻はアッラー[image: image2.emf]

の唯一性の明白な徴です。なぜなら全ての創造物は、必ず雌雄があり、子孫を作るために婚姻関係を持たなければならないからです。；49. またわれは，凡てのものを両性に創った。あなたがたは訓戒を受け入れるであろう（という配慮から）。；撒き散らすもの章(アッ・ザーリヤート)51:49　；36．かれの栄光を讃える。かれは大地に生えるもの、かれら自身も、またかれらの知らないものも、凡て雌雄に創られた方である。；ヤー･スィーン章36:36　そしてアッラー[image: image3.emf]

こそが、いかなるパートナーもなしに、彼の創造物を生存させられた方であられます。；1. 言え，「かれはアッラー，唯一なる御方であられる。2. アッラーは，自存され，3. 御産みなさらないし，御産れになられたのではない，4. かれに比べ得る，何ものもない。」；純正章(アル･イフハース)112:1-4
雌雄ともにお互いを欲し、そして本能的に結合し、新しい子孫の世代を生み出すように、アッラー[image: image4.emf]

は植物と動物と人間を両性に整えられました。しかしアッラー[image: image5.emf]

は、本能に従い、欲望と肉欲によって振る舞う動物の様に人間が振る舞う事を望まれません。彼は私達の地位を他の動物の上に高められる事で私達に名誉を与えられ、尊厳と正義でこの責任を保持する事を私達に命令されています。；70. われはアーダムの子孫を重んじて海陸にかれらを運び，また種々の良い（暮らし向きのための）ものを支給し，またわれが創造した多くの優れたものの上に，かれらを優越させたのである。；夜の旅章(アル･イスラー)17:70　それゆえアッラー[image: image6.emf]

は、男女関係を統制し、私達の無分別な動物的欲求に従う事の悲惨な結果から、私達自身と社会を保護するために、彼が人間に与えられた高い地位を伴った名誉と尊厳を維持するために、結婚をシャリーアの一部に定められました。
イスラームにおける女性の地位

イスラームの法律に従って婚姻を始める事によって、アッラー[image: image7.emf]

は社会の中で女性の地位を保護されています。私達の全ては、現代社会が女性の地位を下げ、人々の欲望を巧みに扱う事によって人々を支配するために、巧みな売買として女性の体を売り物にしている事に、気が付かなければなりません。イスラーム社会の中では、女性は婚前も彼女の夫との婚姻中も、完全な保護があります。
イスラームにおける婚姻の重要性

ムスリムは結婚する余裕があるならば、彼は結婚する事が勧められています。ウスマーン･イブン･アッファーン[image: image8.png]


は、アッラーの御使い[image: image9.png]&)



がこの様に言ったと伝えています。「ムスリムの若者よ！　マハル(結納金)を払う事ができる者は結婚すべきです。それは彼の視線を低く保ち、彼の秘部を護る事を助けるでしょう。」(アル=ブハーリーとムスリムによる伝承)
婚姻は全ての預言者達と使徒達[image: image10.png]


のスンナです。アナス･イブン･マーリク[image: image11.png]


は、預言者[image: image12.png]&)



がアッラー[image: image13.emf]

をどの様に崇拝しているかについて問うために、3人の者が預言者[image: image14.png]&)



の家に来たと伝えています。彼らは知らされた後、お互いに言いました。「私達は預言者[image: image15.png]&)



よりもっとアッラー[image: image16.emf]

を崇拝すべきです。なぜならアッラー[image: image17.emf]

は、彼を御赦しになるとすでに約束されているからです。」一人目は、「私は毎晩徹夜で礼拝します。」と言いました。二人目は、「私は毎日斎戒します。」と言いました。三人目は、「私は一生結婚しません。」と言いました。預言者[image: image18.png]&)



がこれについて聞いた時、彼は怒られ尋ねられました。「あなたはそういったのですか？　アッラーに誓って、あなた達の中で、私が最も謙虚で、最も恐れを認識しています。それでも私は礼拝するし眠りもします。斎戒もするし、しない時もあります。そして私は結婚しています。私の例に従わないものは誰でも、私達の仲間ではありません。」(アル=ブハーリーとムスリムによる伝承)
他の宗教では、アッラー[image: image19.emf]

を崇拝する事に彼らを捧げようと望む男女は、隠棲し結婚できません。しかしムスリムがアッラー[image: image20.emf]

の御満悦を意図して結婚した時、それは崇拝として書かれます。なぜなら、ムスリムにとって全ての瞬間と全ての状況が、アッラー[image: image21.emf]

を崇拝する機会だからです。；162. （祈って） 言ってやるがいい。「わたしの礼拝と奉仕，わたしの生と死は，万有の主，アッラーのためである。；家畜章(アル・アンアーム)6:162
容認されたイスラームの教義(ミンハージュ･アル=ムスリム)によると、婚姻の賢明さには4側面あります。

1． 人類の存続。
2． 人間の本能的欲求の正当な遂行。
3． 子供達の保護と教育。
4． 男性と女性の関係の尊敬。
良い妻の選び方
イスラームでは、良い妻はこの世での最高の祝福であると見なされています。アブドゥッラー･イブン･アムル･イブン･アル=アース[image: image22.png]


は、アッラーの御使い[image: image23.png]&)



がこのように言ったと伝えています。「この世界は、私達への祝福です、そしてその中で最高の祝福とは良い妻です。」
　イスラームは、男性が良い妻を選ぶ助けとなる導きを私達に与えています。なぜなら彼らは残りの人生を共有し、そして妻は彼の子供の母親となり、彼の秘密を守る者となり、そして彼女が彼らの子供にイスラームの教えと慣例を教えるからです。アッラーの御使い[image: image24.png]&)



は言われました。「男性は4つの理由で女性との結婚を望みます。彼女の富か、家柄か、美しさか、またはディーン(信仰)です。ディーンを持っている人を娶りなさい、さもなくば、あなたの全ての望みを満たす事はできないでしょう。」(アル=ブハーリーとムスリムの伝承)
イスラームにおける良い妻の特性とは何でしょうか？アッラーの御使い[image: image25.png]&)



は言いました。「最高の妻とは、あなたが彼女を見た時、彼女があなたの妻であるという事があなたを幸せにするような人です。もしあなたが彼女に何かするように頼むと彼女はそれをし、そしてあなたが遠出中は、彼女は彼女自身をあなたのためだけに守り、あなたの財産を守ります。（アン・ナサイによる伝承）彼はディーン（信仰）がない美しい女性と結婚する事に対して、私達に警告をしています。彼はかつて教友達にこの様に言った事があります。「私はハダラー・アッ=ドゥマンとの結婚に対して、あなた達に警告します！」「ハダラー・アッ=ドゥマンとは何ですか？」と、教友達は尋ねました。彼は「悪い家庭からの美しい女性。彼女はあなたのイスラームを弱め、あなたの子供達を悪くし、多くの問題をあなたにもたらすでしょう。」と答えました。(アッダールー・クトゥニー)
良い夫の選び方

女性の後見人は、イスラームの戒律を実行し良い作法を持っている男性以外とは、彼女を結婚させるべきではありません。もし誰かが、彼の娘を過ちを犯している人に嫁がせたなら、彼が彼女のディーン（信仰）を緩ませる事を引き起こした責任を負い、アッラー[image: image26.emf]

は彼に御怒りになられます。一人の男が、アル=ハサン･イブン･アリーのもとへ来て言った事があります。「私には娘が一人います。誰に彼女を嫁がせるべきでしょう?」彼は答えました。「タクワー(アッラー[image: image27.emf]

への畏敬)がある男性と結婚させなさい。もし彼が彼女を愛するならば、彼は彼女に対して寛容になるでしょう。そしてもし彼が彼女を好きでなくても、彼はそれでも彼女に対し良い待遇にするでしょう。」この理由により、イマーム・アル=ジャザーイリは、後見人に対し警告をしました。「あなたの娘に気をつけなさい。なぜなら彼女を一度嫁がせたならば彼女は他の立場となり、そしてもし彼が悪ければ彼女は妨げられます。」
妻の夫における権利

　アッラー[image: image28.emf]

は、クルアーンの中で私達に教えて下さっています。；228.……女は，公平な状態の下に，かれらに対して対等の権利をもつ。……；雌牛章(アル・バカラ)2:228　アッラーの御使い[image: image29.png]&)



は言いました。「あなたは彼女に食事を与え衣服を与えなければならず、決して彼女の顔を殴ったり醜悪な言葉を言ってはならず、そして決して彼女をあなたの家から追い出してはなりません。」(ミンハージュ･アル=ムスリム≪ムスリムによる合意≫)

　花嫁はアル=マハル(結納金)の権利があります。これは婚姻時に夫から妻へ与えられる、義務の結納金です。；4. そして（結婚にさいしては）女にマハルを贈り物として与えなさい。だがかの女らが自らその一部を戻すことを願うならば，喜んでこれを納めなさい。；婦人章(アン･二サーア)4:4
　イスラーム教義により受け入れられた事(ミンハージュ･アル=ムスリム)に基ずくと、
1． 結納金は高すぎるべきではありません。預言者[image: image30.png]&)



は言いました。「最高の女性は、(求める)結納金が低い女性です。


２．金額は婚姻契約書の中で明記すべきです。

３．結納金を遅らせる事は許されますが、結婚初夜の前に与えられるべきです。

４．夫は妻を尊敬し、彼女に対して寛大でなければなりません。19.……出来るだけ仲良く，か

の女らと暮しなさい。……；婦人章(アン･二サーア)4:19　これが、彼が良いムスリムであ
る明白な証明です。しかしもし彼がそうでないのならば、それは彼が悪い事を意味します。
夫の妻における権利

　；228. ……女は，公平な状態の下に，かれらに対して対等の権利をもつ。……；雌牛章(アル・バカラ)2:228　それに対する事は、イスラーム教義によって受け入れられた事(ミンハージュ･アル=ムスリム)に基づいた夫の権利です。
1． アッラー[image: image31.emf]

に背く事を含まない限り、彼に従う事。もし彼女が過度の負担のために、彼に従う事ができないならば、彼は優しく寛大であるべきです。そしてもし彼女が従順でなくても、彼女が従順に戻った時は、腹を立てずに彼女を許すべきです。
2． 彼の財産と名誉を守り、外出する時は彼の許可を得る事。；34.……それで貞節な女は従順に，アッラーの守護の下に（夫の）不在中を守る。……；婦人章(アン･二サーア)4:34
3． 彼が彼女を望むならば、彼と共に旅する事。
4． 彼に彼女との夫婦関係の喜びを楽しむ事を許す事。預言者[image: image32.png]&)



は言いました。「もし夫が妻をベッドに呼び、そして妻が彼を断り、彼が怒ったままであったなら、天使達は朝まで彼女をののしります。」
5． 斎戒をするのに夫の許可を求める事。預言者[image: image33.png]&)



は言いました。「夫がいる時に、彼の許可なく女性が斎戒する事は、合法ではありません。」
結婚の幸せ

結婚した夫婦は、アッラー[image: image34.emf]

を崇拝するためにいつもお互いを励まし合い、そして聖クルアーンとスンナに従って行動するべきです。アブー・フライラ[image: image35.png]


は、預言者[image: image36.png]&)



がこの様に言ったと伝えています。「礼拝するために夜中に起き妻を起こし、そして2ラカート一緒に礼拝する男に、アッラー[image: image37.emf]

が御慈悲をお与え下さいます様に。アッラーを多く念じている人々の中に、アッラーは彼らを書かれるでしょう。」(アブー・ダウード)
夫と妻は異なった家族からであり、異なった文化からかもしれません。彼らはお互いの違いを、忍耐と優しさを持って受け入れなければなりません。もし何か嫌いな所があるならば、彼らは感情を隠してお互いに感情を害する事を避けるべきです。最善の振舞い方は、あなたが彼らに待遇されたいように、あなたのパートナーを待遇する事です。
夫婦は、彼らの家族をムスリム社会の資産とし、彼らの子供達を善いムスリムに育て、シャリーアに基づいてお互いの権利を守る意志を作って結婚を始めるべきです。
強力なメディアを持ったこの現代社会において、無検閲な娯楽と無抑制な不道徳は、私達の子供達にとって多くの危険をはらんでいます。イスラームの水準を家庭において維持し、私達の子供達のためにムスリムの環境と良い例を与える事はとても重要です。
アッラー[image: image38.png]


が私達と私達の妻達と子供達を御護り下さり、真っ直ぐな道に私達を御導き下さいますように。アーミン。
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